
グリーン栽培体系への転換マニュアル小ギク露地栽培におけるグリーンな栽培体系（栽培暦）
笠間地区小ギク担い手サポートチーム R5.3策定

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12月

７月咲き

作型

８月咲き

９月咲き

10月咲き

11月咲き

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去

既存の栽培体系

グリーンな栽培体系

本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 ﾏﾙﾁ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

黒ﾎﾟﾘ

黒ﾎﾟﾘor白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ
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７月咲き

作型

８月咲き

９月咲き

10月咲き

11月咲き

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 マルチ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

マルチ張り
定植

収穫支柱立て・農薬散布・管理作業 ﾏﾙﾁ除去本ぽ

親床 親株伏込さし芽

生分解性黒

生分解性黒

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

白黒ﾀﾞﾌﾞﾙ

導入技術
生分解性マルチ（省力化＋環境にやさしい）

緑色防蛾灯（環境にやさしい）
※技術の詳細は個別のマニュアル参照

緑色防蛾灯照射

緑色防蛾灯照射

緑色防蛾灯照射

マルチ張りは施肥・必要に応じて土壌消毒を含む、マルチ除去は作業の空いた時期に適宜実施

マルチ張りは施肥・必要に応じて土壌消毒を含む、マルチ除去は作業の空いた時期に適宜実施





省力化や軽労化等を図ることができますが、コスト
は増加します。ポリマルチ除去に要していた時間
（９～11時間/10a）を他の作業に充当できるため、
作付・経営の状況に合わせて導入を検討してくださ
い。
生分解性マルチは、温度や湿度等の影響で徐々に分
解が進むため、保管することができません。メー
カーも在庫を持つことができないため、受注生産が
基本です。使う数量を確定し、余裕を持って発注す
ることが必要です。

グリーン栽培体系への転換マニュアル

笠間市における露地小ギク栽培では、ポリマルチによるマルチ栽培が主流となっています。マルチの除去作業は、雑草が繁茂してしまうと
精神的にも肉体的にも辛い作業となっています。
生分解性マルチは、ポリマルチと同じように使用することができ、収穫後土壌にすき込むことで土壌の微生物により分解されるため、マル
チの除去作業が不要となります。
生分解性マルチの活用により、マルチ除去作業の省力化だけでなく、廃プラスチックの排出抑制、処理費用の抑制ができます。

小ギク栽培への生分解性マルチの活用 笠間地区小ギク担い手サポートチーム R5.3策定

技術の概要

導入のポイント（試験結果より）
留意点

コスト試算

ポリマルチと同じマルチ張り機での展張が可能です。
定植作業は、手植えでは慣行と同様ですが、定植機では
避けやすい傾向があるものの問題ないレベルでした。
展張から収穫まで、分解することなく雑草抑制ができま
した。梅雨を挟む作型では、乾燥抑制も問題ありません
でした。
生産物の品質は、ポリマルチと大きな差は生じませんで
した。
残渣は、収穫後の耕起に加え、草対策・土壌改良資材施
用等で２回の合計３回耕起することで、次作に問題無い
状態となりました。

使い方

省力化状況
作業時間

(時間/10a)
草刈り
(刈払い)

マルチ
除去

草刈り
(ﾄﾗｸﾀｰ)

耕起 合計
削減
率

調査
①

生分解性
マルチ

‐ ‐ ‐ 0.5 0.5 ▲
96％ポリマルチ

(慣行)
３

3hr×1名
８

2hr×4名 ‐ 0.5 11.5

調査
②

生分解性
マルチ

‐ ‐ 0.5 0.5 １ ▲
89％ポリマルチ

(慣行)
３

3hr×1名
６

2hr×3名 ‐ 0.5 9.5

生分解性マルチ区ではポリマルチ区（慣行）よりも
作業時間を8.5～11時間/10a削減できました。

費用
(円/10a)

マルチ 人件費
処分
費

合計 差

生分解性
マルチ

32,240 455
～911 ‐ 32,695

～33,151 6,006
～7,372ポリマルチ

(慣行)
15,500 8,655

～10,477 1,168 25,323
～27,145

生分解性マルチ（135cm×200m）の単価は8,060円/本（税込）、R4作向け購入時点
ポリマルチ（120cm×200m）の単価は3,875円/本（税込）、R4作向け購入時点
畝間1.2mでのマルチ使用量は約800m/10a（畝長30m、25本分）
人件費は911円/時間、農業用廃プラスチックの回収単価はR4笠間市実績60.8円/kgで計算
ポリマルチ重量は4.8kg/本（0.02mm×120cm×200m）

マルチ代が増加する一方で、除去にかかる人件費や
ポリマルチの処分費が不要となり、7,000円/10a程
度のコスト増。


